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市長定例記者会見報告事項概要 
令和５年５月２５日(木) 午後１時３０分～ 

 
１．交通系ＩＣカードによるタクシー割引、「夜間タクシー」実証運行開始に 

ついて 

（１）交通系ＩＣカードによるタクシー割引 

○ 物価高騰対策と、交通系ＩＣカードの普及を目的とした、タクシー運賃

の割引を７月１日（土）から開始する。 

○ ７月から９月の一番暑さの厳しい時期に、１乗車あたり３００円を割引

することとしている。 

○ 市民の皆様はもとより、観光で来られた方にも御利用いただきたい。 

○ 交通系ＩＣカードが使えるタクシーには、目印となるステッカーを貼っ

ている。 

○ タクシー事業者の方々には、事業がスタートする７月までに、１台でも

多くの車両でＩＣカードの利用が可能となるよう努めていただきたい。 

（２）夜間タクシー実証運行 

〇 夜間・早朝でも、タクシーが利用できる体制を確保する「夜間タクシー実 

証運行」を、来月１日（木）から１２月末までの期間に行う。 

○ この実証事業では、山口県タクシー協会防府支部と連携し、市内の事業

者が輪番制でタクシーの運行を確保するもの。 

○ 夜間・早朝でも移動ができる環境を市民の皆様に提供していく。 

○ 実証事業の結果を踏まえ、公共交通のあり方についても活かしていきた

い。 
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２．ほうふエコまつりの開催について 

○ 「環境」をテーマとしたイベントとして定着し、昨年は、「カーボンニュー

トラル元年」として、規模を拡大して開催している「ほうふエコまつり」

を、来月１０日（土）に、今年は先月の緑花祭に続く第２回となる「カー

ボンニュートラルチャレンジフェスタ」として、クリーンセンターで開

催する。 

○ 企業や団体等の皆様にもご協力いただき、ソーラーパネルで発電する「Ｌ

ＥＤライト」の工作教室や、子どもたちがバス運転士になりきって記念

撮影できる「バスブース」など、新たなブースが加わる。 

○ 子どもから大人まで、楽しみながら、環境問題への関心を高め、カーボ

ンニュートラル実現に向けた行動のきっかけを、市民の皆様にお届けし

たい。 

○ 先日、アスピラートの市民スペースに設置している「足漕ぎ発電器」に

チャレンジしている多くのご家族づれの姿をお見掛けした。最近は、市

民の皆様のカーボンニュートラルの機運も高まっていることを実感して

いる。 

 

３．「ニコラ・テスラ大賞」「柏木幸助大賞」の創設について 

○ ここ防府市から、山口県から、世界で活躍する科学者が誕生するよう取

り組んでまいりたい。 

○ 県内唯一の科学館であるソラールでは、平成１０年４月の開館から２５

周年を迎えるのを機に、子どもたちに、科学に対するグローバルな視点

を持たせ、科学への好奇心を持ってもらうため、新たに、アイデア作品・

研究コンテストを開催する。 

○ 対象者は、市内に限らず、山口県内の中学校に在籍する生徒とし、科学
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技術に関連した発明・工夫や、自然観察・研究考察などの作品を募集す

る。 

○ 作品の受付期間は、１０月１日（日）から２２日（日）までで、応募作

品・研究の中から、優秀賞「ソラール賞」を選び、表彰式に合わせ、受賞

者にプレゼンテーションしてもらい、その中から最優秀賞として、「ニコ

ラ・テスラ大賞」、「柏木幸助大賞」を創設し、副賞として、２泊３日の

「東京方面の科学の旅」に招待する。 

○ 「エジソンのライバル」と言われたニコラ・テスラ、そして、「防府のエ

ジソン」柏木幸助。ソラールでは、５年前にニコラ・テスラ展を、１０年

前に柏木幸助展を開催している。この２人の名を冠した賞で、ソラール

から世界へ、未来の扉を開いていきたい。 

 

４．阿弥陀寺アジサイ祭について 

○ ６月は、観光ポスターでも有名な、東大寺別院 阿弥陀寺のアジサイが見

頃となる。 

○ つややかで、美しい風情を楽しませてくれる阿弥陀寺は、「日本一のアジ

サイ寺」であり、しっかりとＰＲしていきたい。 

○ 来月４日（日）には、重源上人ゆかりの「石風呂体験入浴」も行われる。 

○ この機会に是非、防府の初夏を楽しんでいただきたい。 

 

５．防府市地域防災訓練について 

○ 今年も、地域防災訓練を、来月３日（土）の午前９時から実施する。 

○ 昨年の大道、西浦、中関地域での実施に続き、３年目となる本年度は、富

海、牟礼、向島の３地域で開催する。 

○ この訓練は、大雨などの自然災害による避難情報が発令された想定のも
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と、各自治会で、情報伝達や避難経路の確認など、「住民参加型」の内容

で行う。 

○ 併せて、市職員による避難所開設訓練も実施する。 

○ 更に、本年度は、各地域の消防団員が、訓練会場で、初期消火を地域住民

に体験してもらう訓練も実施する。 

○ 梅雨の時期を前に、行政、市民、関係機関が一体となって、災害に備えて

いく。 

○ 今年は、関東大震災から１００年の年である。しっかりと防災に努めて

まいりたい。 


